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コは 1.7％，コロンビアは 1.1％に過ぎない（表 1）。
チリの対外貿易協定の担当機関である外務省
国際貿易関係総局（DIRECON： Dirección General 















輸出 輸入 対外 対内
メキシコ 1.7 3.2 1 2.0
コロンビア 1.1 2.2 20 0.6
ペルー 2.6 2.2 17 0.7
（出所） Direcon［2014a, 2014b］のデータをもとに作成。
図1　チリの二国間・多国間自由貿易協定締結国（2013年）
（出所） DIRECON ホームページ（http://www.direcon.gob.cl/ 2014 年 3 月 20 日閲覧）。
		条約締結国






































































左派の比率が過去 3 年間で 31％から 46.7％と著
しく高まっていることがわかる。一方，中道の比
率は，31.0％から 26.7％と低下している。右派の
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支持低下はさらに顕著で，ピニェラ前大統領が就
任した 2010 年前半は 37.9％であったのが，2013
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図3　ピニェラ大統領支持率の推移
















































の 2005 年 11 月，民政移行後初となる中道右派連
合のピニェラが選出された 2009 年 10 月，そして
バチェレが大統領再選した今回の大統領選挙直前





































































（Eduardo Frei Ruiz-Tagle）は，1964 年から 1970
年まで大統領を務めた国民的英雄のエドワルド・
フレイ・モンタルバ（Eduardo Frei Montalva）の
























Partido Demócrata Cristiano de Chile）を中核とす
る中道勢力が強い政党連合であった。選挙戦では，

























また，社会党（PS：Partido Socialista de Chile）も
表2　チリの国会議員の構成の推移
2005 年 2009 年 2013 年
下院 上院 下院 上院 下院 上院
左派
コンセルタシオン 65 20 コンセルタシオン＋フントス・ポデモス 57 20 新しい多数派 67 21
PDC 20 6 PDC 19 9 PDC 21 6
PPD 21 3 PPD 18 4 PPD 15 6
PS 15 8 PS 11 5 PS 15 6
PRSD 7 3 PRSD 5 1 PRSD 6
独立 2 独立 1 PCCh 6
PCCh 3 IC 1
MAS 1 MAS 1
独立 3 2
右派
連合 54 17 変化のための連合 58 17 連合 50 15
UDI 33 9 UDI 37 8 UDI 29 8
RN 19 8 RN 18 8 RN 19 6
独立 2 独立 3 1 独立 1 1
望めばチリは変わる PL 1
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も影響し，37 議席から 29 議席へと大きく議席を
減らした。







































あろうか。その鍵は CEPAL が 2008 年にまとめ
た「太平洋岸ラテンアメリカの弧とアジア太平洋
への重要性」（El arco del pacífico latinoamericano 
y su proyección a Asia-pacífico）という報告書にあ
る（CEPAL［2008］）。これは序文で「チリ外務省















































































セルタシオンのシンクタンク。2014 年 3 月に発刊













⑻ 17 の選択肢から 3 つ選ぶ形式になっている。その
ため，選択率の合計は 300％となる。
36 LATIN AMERICA REPORT  Vol.31  No.1
第2期バチェレ政権とチリの太平洋同盟への対応―政治同盟から経済同盟へ―


















には DIRECON 局長を務め，その後 CEPAL に戻っ
たオズワルド・ロザレス貿易・経済統合部部長が
取りまとめたものである。
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